
高次脳機能障害は
外見だけでは障害があることが見えにくいため

「見えない障害」と言われています

この特性のために周囲の理解を得ることが難しく
適切な支援を受けにくい状況です

また高次脳機能障害は
自分自身では障害に気づきにくいという特徴があります

このサポートブックは、高次脳機能障害のある方が
自己理解を深め、これから先のことをイメージして

未来の生活を考えていくためのツールとして作成しました

全ての項目を埋める必要はありません
本人、家族、支援者で相談をしながら

本人にとって必要なことを記入してください
また、支援を受ける際には
このサポートブックを持参して
担当者に見せてください

支援機関の担当の方は内容を確認した際には
「いいね」、「がんばっているね」等と一言メッセージをお願いします

支援機関からお伝えしたいメッセージがあれば
記入していただけると助かります

岩手県高次脳機能障がい者サポートブック「未来ノート」は、
いわてリ八ビリテーションセンターが岩手県から事業受託して
いる、高次脳機能障がい者地域支援体制整備事業の一環で作成
いたしました。

作成にあたっては、いわてリ八ビリテーションセンターの高
次脳機能障害支援グループにて内容を検討し、高次脳機能障が
い者支援普及事業連絡協議会においてもご検討いただきました。

このノートは高次脳機能障害のある方が自己理解を深め、こ
れから先のことをイメージして、未来の生活を考えていくため
のツールです。このノートをご活用いただくことで今後の展望
が広がり、高次脳機能障害の方が主体的に社会生活を送るため
の手助けとなることを願っております。
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